
夏休みバリアフリー教室１回目（７月２２日） 

報告 下川滝美 

 

 

 

 

 

 

 

【樽見鉄道 織部駅】      【移動】 車窓から根尾谷渓谷    車いす固定位置 

「運転手さんが「景色が良いのでゆっくり走ります」とアナウンス 

 

【日当駅】 

【車いす対応車両】 

スロープをかけて移動します。 

ワンマンカ―なので運転手さんが 

手伝ってくれます。 

 

車いすで階段はハードでしたが皆さんのお手伝いで上りました。 

 

【日当駅から根尾川鉄道文化村に移動】 

景色の良さに感動してなかなか前に進めません。 

               

 

 

 

【NPO法人樽見鉄道を守る会 

               理事長 高橋さんのお話を聞く】 

NPO法人立ち上げについて 

バリアフリー化事業について等 

その後意見交換 

 

 【ランチタイム】 レールバスの見学             

 

 

 



【ワークショップ】 

バリアフリーとユニバーサルデザイン 

バリアフリー新法について説明後ワークショップ 

高齢者や障がいがある方が鉄道を利用するときあると 

よい情報など話あう。 

短い時間でしたがいろんな意見がでました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【感動】 

トンネルからの涼風を 

感じました 

 

 

次回はモレラ岐阜駅と本巣駅を実際に調査してみます。 

また本巣駅では引き続きワークショップを予定しています。 


